
厳
し
か
っ
た
冬
も
遠
の

き
、
春
風
を
感
じ
る
こ
こ
日

本
武
道
館
に
お
き
ま
し
て
、

学
部
の
卒
業
式
お
よ
び
学
位

授
与
式
を
挙
行
で
き
ま
す
こ

と
は
、
慶
賀
の
至
り
で
す
。

研
鑽
の
効
あ
っ
て
所
定
の
学

位
を
取
得
さ

れ
た
こ
と
に

対
し
、
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

専
修
大
学
は
、
昨
年
９
月

に
創
立
１
３
０
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
創
立
１
３
０
年
記
念
事
業

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
１
３

０
年
記
念
館
（
生
田
１０
号

館
）
に
は
、
創
立
者
で
あ
る

相
馬
永
胤
、
田
尻
稲
次
郎
、

目
賀
田
種
太
郎
、
駒
井
重
格

の
４
先
生
の
胸
像
が
学
生
の

日
常
的
な
生
活
空
間
に
溶
け

込
む
よ
う
に
据
え
ら
れ
ま
し

た
。専

修
大
学
の
前
身
で
あ
る

「
専
修
学
校
」
は
、
明
治
１３

年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
創

立
者
た
ち
は
、
幕
末
の
動
乱

の
中
を
生
き
抜
き
、
強
靱
な

精
神
力
を
持
っ
て
米
国
に
長

ら
く
留
学
し
、
海
外
か
ら
祖

国
日
本
の
国
の
形
を
考
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
高
等
教
育

に
よ
っ
て
社
会
の
屋
台
骨
を

支
え
る
有
為
な
人
材
を
育
成

す
る
と
い
う
熱
き
思
い
を
抱

き
、
帰
国
後
す
み
や
か
に「
専

修
学
校
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

こ
の
創
立
者
た
ち
の
熱
き

思
い
と
生
き
ざ
ま
は
、
関
東

大
震
災
に
よ
る
校
舎
の
崩

壊
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦

禍
な
ど
幾
多
の
苦
難
に
も
め

げ
ず
、
専
修
人
に
綿
々
と
受

け
継
が
れ
、
本
学
の
２１
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
社
会
知

性
の
開
発
」
の
中
に
も
生
き

て
い
ま
す
。
専
修
大
学
は
、

今
日
約
２５
万
人
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
い
ま
す
が
、
「
社

会
知
性
の
開
発
」
の
具
体
的

推
進
は
、
卒
業
生
が
社
会
の

中
に
あ
っ
て
い
か
に
社
会
貢

献
を
な
し
う
る
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

専
修
大
学
の
教
育
の
真
価

は
、
卒
業
生
が
「
建
学
の
精

神
」
を
社
会
に
お
い
て
花
開

か
せ
る
か
と
い
う
点
に
求
め

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
本
学
は

皆
さ
ん
と
一
生
に
わ
た
る
強

い
絆
を
持
ち
続
け
ま
す
。
１

３
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
有

す
る
専
修
大
学
で
学
ん
だ
こ

と
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

明
日
の
専
修
大
学
の
歴
史
を

作
る
の
は
自
分
達
だ
と
い
う

気
概
を
持
っ
て
、
学
窓
を
飛

び
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
が
本

当
の
勝
負
ど
こ
ろ
で
す
。
自

ら
問
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を

主
体
的
に
解
決
す
る
知
力
、

す
な
わ
ち
社
会
知
性
を
身
に

つ
け
て
い
る
な
ら
ば
、
い
か

な
る
難
局
に
あ
っ
て
も
自
分

の
道
を
歩
き
通
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
豊
か
な
人
間
性
と

確
た
る
倫
理
観
を
持
っ
た
専

修
人
と
し
て
、
常
に
自
己
を

省
察
し
、
人
格
を
磨
い
て
く

だ
さ
い
。

田
尻
稲
次
郎
先
生
は
、「
士

魂
商
才
」
と
い
う
揮
毫
を
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
田
尻
先
生

は
、
大
蔵
省
、
会
計
検
査
院

な
ど
に
深
く
か
か
わ
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
「
士
魂
商
才
」

と
い
う
言
葉
に
は
重
み
が
あ

り
ま
す
。
田
尻
先
生
は
、
東

大
で
も
財
政
学
を
講
じ
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
講
義
を
、

後
に
本
学
の
２
代
学
長
に
な

ら
れ
る
阪
谷
芳
郎
先
生
、
そ

れ
に
『
武
士
道
』
の
著
者
で

あ
る
新
渡
戸
稲
造
も
聞
い
て

い
ま
す
。
最
近
の
経
済
活
動

の
混
乱
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
す
と
、
財
界
に
お
い
て
も

サ
ム
ラ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が

必
要
だ
と
い
う
田
尻
先
生
の

言
葉
に
迫
力
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
目
賀
田
種
太
郎
先
生

も
、
留
学
中
の
生
活
を
振
り

返
っ
て
「
礼
節
の
軌
道
を
離

る
可
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉

を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
代

学
長
の
相
馬
永
胤
先
生
に
し

ろ
、
駒
井
重
格
先
生
に
し

ろ
、
そ
の
生
き
方
に
サ
ム
ラ

イ
・
ス
ピ
リ

ッ
ツ
が
染
み

こ
ん
で
い
ま

す
。
利
害
や
打
算
で
は
な

わ
き
ま

く
、
信
義
や
礼
節
を
弁
え
て

物
事
を
処
し
、
そ
し
て
自
分

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
を
粛
々

と
果
た
し
、
そ
こ
は
か
と
な

く
光
を
放
つ
こ
と
、
こ
の
よ

う
な
生
き
方
を
専
修
人
の
先

達
た
ち
は
示
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
の
よ
う
な
分

野
に
進
も
う
と
も
、
専
修
ス

ピ
リ
ッ
ツ
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
時
に
は
ひ
そ
や
か
に
、

時
に
は
華
々
し
く
、
さ
れ
ど

凛
と
し
て
自
分
の
道
を
歩
い

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
今
後
の
活
躍
と
発
展
を

期
待
し
、
第
１５
代
学
長
の
式

辞
と
い
た
し
ま
す
。

要
旨


２
０
０
９
年
度
の
専
修
大
学
卒
業
式
・
学
位
記
授
与
式
が
穏
や
か
な

晴
天
に
恵
ま
れ
た
３
月
２２
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
行

わ
れ
た
。
学
部
卒
業
生
、
大
学
院
修
了
生
、
専
門
職
大
学
院
（
法
科
大

学
院
）
修
了
生
あ
わ
せ
て
４
１
９
１
人
が
晴
れ
の
日
を
迎
え
た
。

学
位
記
、
川
島
記
念
賞
が
各
総
代
に
贈
ら
れ
た
あ
と
、
日
髙
義
博
学

長
が
式
辞
を
述
べ
た
。
卒
業
生
、
修
了
生
を
代
表
し
て
井
上
大
輔
さ
ん

（
法
学
部
・
政
治
学
科
）
は
「
『
夢
』
を
持
つ
こ
と
が
、
先
行
き
の
見

え
な
い
日
本
を
変
え
て
い
く
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま

で
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
々
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
夢
を
描

い
て
走
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
与
え
て
く
れ

た
専
修
大
学
に
感
謝
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

定
年
退
職
さ
れ
る
先
生
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

川
島
記
念
賞
受
賞
者
、
大
学
院
・
法
科
大
学
院
修
了
生
総
代
…
…
…
…
…
…
…
❹

卒
業
式
・
学
位
記
授
与
式
フ
ォ
ト
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

W
e
L
o
v
e
S
e
n
s
h
u
！

卒
業
生
・
修
了
生
が
語
る
専
大
で
得
た
も
の
は
…
…
…
❻
❼

学
位
記
授
与
式
／
川
島
賞
受
賞
者
／
学
生
表
彰
…
…
…
…
…
…


卒
業
式
／
学
長
賞
受
賞
者
／
体
育
系
ク
ラ
ブ
表
彰
…
…
…
…
…


く
ろ
も
ん

明
治
時
代
に
専
修
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
「
黒
門
」

が
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
角
に
お
よ
そ
１
０
０
年
ぶ
り

に
復
元
さ
れ
、
除
幕
式
が
３
月
１６
日
に
行
わ
れ
た
。
吹
奏

楽
研
究
会
の
学
生
が
「
エ
ル
ザ
の
大
聖
堂
へ
の
行
進
」
を

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
演
奏
。「
黒
門
」が
本
学
の
正
門
と
な
っ

た
１
８
８
５（
明
治
１８
）年
当
時
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た

演
劇
研
究
会
の
学
生
が
入
場
し
、雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

「
黒
門
」
は
本
学
創
立
１
３
０
年
を
記
念
し
、
学
生
の

ご
父
母
で
組
織
す
る
育
友
会
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
寄

贈
し
た
も
の
。
学
生
や
近
隣
の
皆
さ
ん
に
歴
史
を
感
じ
、

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
午
前
８
時

か
ら
午
後
８
時
ご
ろ
ま
で
開
放
す
る
。（
１４
面
に
記
事
）

シンボルマーク

「Ｓ」の字は、専修大学

の「Ｓ」と２１世紀ビジョン

�「 社 会 知 性 （ Socio-

InteIIigence）」の開発�
を象徴するものであり、ブ

ルーは大海原をイメージし

た。それが、地球に見立てた

緑の丸を包み込んでいる姿

は、専修大学で「社会知性」

を育んだ人材が世界に輩出

され、大海原のように激し

く変化する国際社会を支え

ている様子を表現。また、

地球を表す丸は、本学のス

クールカラーを使用した。

卒業・修了記念特集

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

日髙 義博学長式辞

▲ 卒業生を代表して謝辞を述べる井上大輔さん

学生や地域の皆さんの憩いの場に

自
己
を
省
察
し
人
格
を
磨
く

▶

学
生
た
ち
が
明
治
時
代
の
衣
装
を
着
て「
黒
門
」開
門
に
花
を
添
え
た
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